
第４回高齢者外出支援策に関するあり方懇話会

資料



１．今後のスケジュール確認

回 内容 日時

第1回懇話会
高齢者外出支援策の検討・懇話会設置の
趣旨について

令和5年7月6日
10:00～11:30

第2回懇話会
交通ネットワーク・運賃助成制度の課
題・見直し視点について

令和5年9月15日
10:00～11:30

第3回懇話会 運賃助成制度見直し（案）について
令和5年11月16日
10:00～11:30

第4回懇話会 運賃助成制度見直し（案）について
令和5年12月27日
14:00～15:30

市民意見交換会 運賃助成制度見直し（案）について
令和6年2月23日(金・祝)

10:00～11:30

第5回懇話会
高齢者外出支援策に関するあり方懇話会
とりまとめ

令和6年3月
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２．目指す将来像 ＜地域公共交通計画＞

相互連携
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三田市地域公共交通活性化協議会
(学識者／交通事業者／交通関係団体／県市道

路管理者／福祉団体／市民)

人がつながるみんなで育てる持続可能な公共交通

三田市地域公共交通計画

公共交通の維持 ラストワンマイル

高齢者の外出のきっかけになるような
公共交通を利用しやすい制度の見直し

高齢者外出支援策に関するあり方懇話会

※現在策定中

利便性向上



２．高齢者外出支援ロードマップ（高齢者運賃助成制度）
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現行

R5 R10

市内移動の充実
［選択制］
バス 市内定額運賃制
タクシー 相乗り制度
鉄道 企画乗車券

※ 概ね5年を目途に
歳出状況等も踏まえ見直し検討

割引証(7,500円/年)を好きな
モードで組み合わせて利用

見直し

➢ 地域利用差の解消
➢ 移動の負担軽減

外出促進・生きがいづくり

見直し

Point 
• キャッシュレス化（ICカード・QR決済等)
• ICT技術の活用
• サブスクリプション（定額乗り放題)等

目指す姿

Point
• 趣味等（ex.カラオケ等）、目的との連動したきっかけづくり
• 外出頻度の増大

市内移動を担う
あらゆる交通
モードを気軽に
利用できる環境
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３．高齢者運賃助成制度の見直し素案（バス）

⚫ 紙式乗車券からICカード型へ

⚫ どの地域でも同じ負担額
（1乗車200円～250円程度）

課題
２

利用方法の
簡素化

課題
１

交通不便地におけ
る運賃負担の軽減

課題
３

切れ目ない
支援制度

課題
４

持続可能な
しくみ

問題
３

各地域における
利用率に差が発生

問題
４

地域で異なる移動
負担（運賃格差）

問題
５

乗車実態に応じた
実績把握

問題
６

年度切替に伴う
空白期間の存在

問題
１

利用方法が
わかりづらい

例えば

例えば

市内定額乗車制度

⚫ 市内で乗降する場合は、定額で利用できる
（正規運賃との差額を負担）

（特徴）

母子→三田駅

830円 220円

ﾌﾗﾜｰﾀｳﾝｾﾝﾀｰ→三田駅

290円 220円
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タクシー利用時の負担

三田市北部 4,000～6,000円
三田西部 4,000～5,000円

課題
２

利用方法の
簡素化

課題
１

交通不便地におけ
る運賃負担の軽減

課題
３

切れ目ない
支援制度

課題
４

持続可能な
しくみ

問題
３

各地域における
利用率に差が発生

問題
５

乗車実態に応
じた実績把握

問題
２

利用できる
公共交通機関が限定

問題
１

利用方法が
わかりづらい

例えば

相乗りタクシー制度

３．高齢者運賃助成制度の見直し素案（タクシー）

⚫ バス便数が少ないエリアや鉄道が通っ
ていないエリア（交通不便地）を対象

⚫ マイナンバーカードの活用も視野に
(利用実績把握の管理・利用回数制限)

（特徴）

⚫ 自宅からスーパーマーケットや病院等ドア
toドアで移動（目的地限定）

⚫ 市内で乗降の場合、１乗車につき最大1,500
円を支払う（正規運賃との差額は市が負担）

⚫ 複数人での乗車を推奨
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運賃7,000円の場合

2000円 2000円

Aさん Bさん

1500円 1500円 利用者負担

市支援

1人あたり3,500円負担の

ところ、負担上限額

1,500円を自己負担、残

りを市が負担

運賃2,000円の場合

500円 500円

500円 500円

Aさん Bさん

市支援

利用者負担

運賃3,000円の場合

500円 500円 500円

500円 500円 500円

Aさん Bさん Cさん

市支援

利用者負担

（上段）
市負担

（下段）
利用者負担

事例①

・2人乗車
・タクシー運賃2,000円の場合

事例②

・2人乗車
・タクシー運賃7,000円の場合

事例③

・3人乗車
・タクシー運賃3,000円の場合

制度の枠組み（1人あたり）

1. 自己負担割合（額）

2. 市支援額

3. 利用エリア

4. 利用回数

1/2（上限額1,500円）

運賃 － 自己負担額

市内限定・目的地限定

要検討

相乗りタクシー制度 支援イメージ（案）

⚫ 自宅からスーパーマーケットや病院等
ドア toドアで移動（目的地限定）

⚫ 市内で乗降の場合、１乗車につき最大
1,500円を支払う（正規運賃との差額
は市が負担）

⚫ 複数人での乗車を推奨



＜降車時＞
車載機にICカード
をタッチ
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＜利用例＞

運賃2,000円

1人1,000円のところ、市から半額支援のため1人500円

降車

友達と２人で相野
駅まで行きたい

乗車

＜乗車時＞
車載機にICカード
をタッチ

運賃2,000円の場合

500円 500円

500円 500円

Aさん Bさん

市支援

利用者負担

（上段）
市負担

（下段）
利用者負担

相乗りタクシー制度

500円

500円

運賃2,000円

1人1,000円のところ、
市から半額支援のた
め1人500円ずつ現金
で支払い

利用イメージ
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⚫ 指定された日数分の乗車券を購入

⚫ 任意の日に1日ずつ乗車できる

参考：神戸市シーパスワン

企画乗車券制度

課題
２

利用方法の
簡素化

課題
３

切れ目ない
支援制度

問題
４

地域で異なる移動
負担（運賃格差）

問題
１

利用方法が
わかりづらい

現在の対象エリア

市内エリアを支援対象に

３．高齢者運賃助成制度の見直し素案（鉄道）

⚫ 市内路線のみを対象

⚫ 切符式からカード式へ

（特徴）
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市内定額乗車制度

⚫ 市内で乗降する場合は、定額で利用できる
（正規運賃との差額は市が負担）

（特徴）

⚫ 自宅からスーパーマーケットや病院等ドア
toドアで移動（目的地限定）

⚫ 市内で乗降の場合、１乗車につき最大1,500
円を支払う（正規運賃との差額は市が負担）

⚫ 複数人での乗車を推奨

相乗りタクシー制度 （特徴）

⚫ 指定した日数分の乗車券を購入

⚫ 任意の日に1日ずつ乗車できる

企画乗車券制度 （特徴）

３．高齢者運賃助成制度の見直し素案

✓ 紙式乗車券からICカード型へ

✓ どの地域でも同じ負担額

（1乗車200円～250円程度）

✓ バス便数が少ないエリアや鉄道が通っ
ていないエリア（交通不便地）を対象

✓ マイナンバーカードの活用も視野に
(利用実績把握の管理・利用回数制限)

✓ 市内路線のみを対象

✓ 切符式からカード式へ

［選択制］

［選択制］

［エリア限定希望者］



３．高齢者運賃助成制度の見直し素案 概算費用

現行（R4） 見直し後

助成額 58,238千円 50,000千円

事務費（郵送費・印刷費等） 3,053千円 2,500千円

計 61,291千円 52,500千円

ランニングコスト

イニシャルコスト
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金額

市管理システム改修費 10,000千円

事業者システム改修費等
（バス・鉄道・タクシー）

70,000千円

計 80,000千円



４．市民意見交換会

第4回高齢者外出支援策に関するあり方懇話会 資料 12

日時 令和6年2月23日(金・祝） 10時00分から11時30分

市役所本庁舎3階302会議室AB

市内在住・在勤・在学の満18才以上の人

30名（申込多数の場合は抽選）

高齢者運賃助成制度の現状・見直し案について、グ
ループに分かれて意見を伺う

場所

対象

定員

内容


